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研究成果の概要（和文）：本研究は、特定領域研究「東アジアの海域交流と日本伝統文化の形成」

の中の「演劇班」として、日本と中国に残存する演劇・芸能の調査研究を行った。具体的には、 

(1)古代(7c 頃)以降の散楽の源流 

(2)中世(14c 頃)以降の寧紹地域の演劇の伝播 

(3)近世(18c 頃)以降の明清楽の日本伝来 

の三つを中心に調査研究を行い、東アジアの芸能が「いつ、どのようなルートで、どのような

要因によって伝播したか」を考察した。 

 

 

研究成果の概要（英文）：We did the researches and studies about the traditional theaters 

and performances that still exist in Japan and China. Our study was done as a part of 

the larger studies entitled "Maritime Cross-Cultural Exchange in East Asia and the 

Formation of Japanese Traditional Culture：Interdisciplinary Approach Focusing on Ningbo". 

We were the “Drama Group”, Field Research Section of this large study project. 

We have the 3 main subjects of our researches： 

1. Ancient times: the origin of SANGAKU, after 7th century AD 

2. Middle ages: the spread of Ning-Shao local theaters, after 14th century 

3. Modern times: Minshingaku, the Chinese music which was introduced into Japan, after 

18th century 

We considered and studied how the performing arts spread over the East Asia: Why, when, 

through what channel did they spread?   
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  2005年度 5,400,000 0 5,400,000 
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研究分野：中国・中国文学/各国文学・文学論 
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１．研究開始当初の背景 

本研究は、平成 17 年度～21 年度特定領域研

究「東アジアの海域交流と日本伝統文化の形成 

―寧波を焦点とする学際的創生―」(略称「にん

ぷろ」。以下、略称を用いる)の開始にともない、

「現地調査研究部門」の中の「演劇班」として、

研究代表者・研究分担者あわせて計 4名のチー

ムとしてスタートした。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、(1)「にんぷろ」の一部とし

ての目的、(2)「演劇班」独自の目的、の二つに

大別できる。 

(1)「にんぷろ」の一部としての目的：東アジ

アの海域交流という視点から日本伝統文化の形

成を再考する、という全体的な目的を、本研究

も共有している。「にんぷろ」には以下の６つの

重点項目(2007 年策定)があった。 

(イ)寧波を中心とした記録保存の社会文化史 

(ロ)寧紹地区の環境・生態と人間社会の営み 

(ハ)東アジアの視点から見た五山文化 

(ニ)地域間交流からみた寧波-博多-鎌倉-平泉 

(ホ)東アジアにおける＜訓読＞の思想文化 

(へ)＜東アジア海域＞の理論化 

 本研究は、上記の６つの重点項目のうち、(イ) 

(ロ) (ニ) (ロ) (ホ) (ロ)の 4つと関連が深い。

研究代表者・加藤徹を例にとると、明清楽の伝

来の研究調査で得られた成果をもとに、 (ニ)

と(へ)の項目の視点から論文を作成し、他班と

の班間交流による共同著作において成果を発表

した。 

 (2)「演劇班」独自の目的：本研究では 12〜

13 世紀以前からの日中の比較演劇史研究に新

しい方法を開拓することを目的とした。日中両

国に残存する文献資料のみならず、現在も上演

されている演劇・芸能の現地調査をあわせて行

うことで、文献資料の不備を補い、芸能文化の

伝播ルートと、それを支えた民衆の社会階層的

な特徴や心性についての探究を目的とした。 

３．研究の方法 

 本研究のメンバー4 名が手分けをして、現

地調査と文献調査の両面から、以下の三方面

に主眼をおいて、現地調査と文献研究の両面

から調査研究を行った。調査対象の時代の古

い順番に並べると、(1)散楽の源流調査（担

当：細井尚子・竹本幹夫）、(3)寧紹地域の演

劇・講唱芸能についての調査(担当：上田望)、

(2)明清楽など近世中国音楽の日本伝来につ

いての調査(担当：加藤徹)、である。 

冒頭の「研究成果の概要」で述べたとおり、

本班の研究対照となる地域と時代は、きわめ

て広大である。これは、本班の研究が「学際

的創生」をうたう特定領域研究「にんぷろ」

の一部であることを考慮し、あえて調査対象

を狭く限定せず、特定領域研究全体の目標で

ある「＜東アジア海域＞の理論化」に資すた

めの新しい知見を広く集めることを主眼と

した結果である。 

 

４．研究成果 

日本や中国の各地で現地調査を行い、今も

残存する伝統演劇・芸能について、撮影、録

音、脚本の文字化などの記録保存を行った。

また、伝統演劇・芸能についての文物資料を

収集整理し、それを成果報告書やウェブサイ

トで公開することで、本研究の研究成果を、

国内外の他の研究者も利用しやすい形にし

た。今後「にんぷろ」以外の研究者も、本研

究の成果を利用・引用することが期待される。 

具体的な研究成果の内容については、下記

の発表論文等をご覧いただきたい。 

本研究は、演劇・芸能という具体的な表象

芸術を対象としている関係上、大学の研究者

以外の一般人の興味関心もひいている。一例

をあげると、長崎や沖縄の伝統音楽の実演者

も、本研究の成果に関心を寄せている。長崎

文献社から発売された長崎明清楽の CD「龍馬

のハナ唄(赤盤)」(2010/6/16 刊)の解説書で

http://www.l.u-tokyo.ac.jp/maritime/
http://www.l.u-tokyo.ac.jp/maritime/


 

 

は、研究代表者・加藤徹がウェブページで公開

中の明清楽の資料や図版、解説文を、出典を明

記のうえ引用している。この他にも、現地調査

の過程で、われわれの側が現地のインフォーマ

ントや実演者に新しい情報や知見を提供し、そ

れが逆に現地の芸能に影響を与えるという事例

が何度もあった。本研究の終了後も、このよう

な形においても研究成果の社会還元が続くこと

が期待される。 

 

５．主な発表論文等 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者には
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